
令和４年度 新時代に対応した
高校授業改革推進事業

（指導・評価研究部門）

日向高校 地歴公民科
1

ＩＣＴ ✕ 観点別評価



ＩＣＴ活用①

2

１人１台端末の導入

指導者が
どう使うか

生徒が
どう使うか



ＩＣＴ活用②

3

令和３年度 パイロット教員授業での資料（藤本将人先生）より

個の学びの充実

集団の学びの充実

短い時間
でできる

長い時間
がかかる

①授業の効率化
例）スライド提示

②記録の利用
例）ネット検索

③意見の交換共有
例）jam board

④知識見解の構築
例）デジタル教材

公開授業
のテーマ



ＩＣＴ活用③

4

公開授業 → ＩＣＴで意見の交換共有

jam board google form



ＩＣＴ活用④

5

今年度実践したこと（その他）

google form

小テスト
夏休み課題の
プレゼン大会

google classroom

教材の共有



ＩＣＴ活用⑤

6

公開授業協議 ＩＣＴのメリットは？

ＩＣＴはツール、使えそうなところから

• 評価の材料（記録の蓄積）

• 発言が苦手な生徒の声が拾える

• 即時に正答率が分かる（共通テスト演習に有効）

• 働き方改革（印刷物・提出物の削減）



観点別評価①

7

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能 定期考査

定期考査

レポート
長期課題

今年度は
多くの学校が
このような
評価方法を
とっている



観点別評価②

8

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能 定期考査

定期考査

レポート
長期課題

学習指導要領の
趣旨を踏まえ、
授業中の活動を
評価できないか

公開授業
のテーマ



観点別評価③

9

実践①【思考・判断・表現】
生徒に事前に評価規準を伝える

単元のまとめとして、あらかじ
め与えられた音声のない映像教
材に、自分たちでナレーション
を加え、発表しなさい。映像の
編集も可とする。



観点別評価④

10

公開授業の様子



観点別評価⑤

11

実践②【思考・判断・表現】
単元の最初に学習課題を示し、定期考査で評価

江戸時代において貿易を統
制した目的はどのようなも
のだと考えるか。２つの語
句を必ず使用して答えよ。

キリスト教 独占



観点別評価⑥

12

評価を通した、授業・考査問題の改善

第２次産業革命は欧米列
強をどのように変えたの
だろうか、説明しなさい。

なんとなく語句をつなげて
正解にたどりつかないよう、
語句の指定をなくす。



観点別評価⑦

13

実践③【主体的に学習に取り組む態度】
単元終了時の「新たに持った疑問」で評価する



観点別評価⑧

14

生徒の記述分析 → ルーブリックの作成
評価 点数 ルーブリック

Ａ
５ 学んだことを踏まえ新たな疑問・課題を設定しており、その疑問・課題解決を図るこ

とに取り組んでいる。

３～４
学んだことを踏まえ新たな疑問・課題を設定している。

Ｂ
学んだことをなぞった疑問・課題を設定しており、その疑問・課題解決を図ることに
取り組んでいる。

２ 学んだことをなぞった疑問・課題を設定している

Ｃ
１ 学んだことを踏まえていない疑問・課題を設定している

０ 未記入



観点別評価⑨

15

実践④【主体的に学習に取り組む態度】
事例集を追試し、本校の評価のあり方を探る

ワークシート

私たちの住む地域
について、防災上
の課題だと思った
ことは何だろうか。



観点別評価⑩
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生徒の記述分析 → ルーブリックの作成
評価 点数 ルーブリック

Ａ
５ 学んだことを踏まえ新たな課題を設定しており、その課題解決を図ることに取り組ん

でいる。

３～４
学んだことを踏まえ新たな課題を設定している。

Ｂ
学んだことをなぞった課題を設定しており、その課題解決を図ることに取り組んでい
る。

２ 学んだことをなぞった課題を設定している

Ｃ
１ 学んだことを踏まえていない課題を設定している

０ 未記入
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• 主観的ではない、説明責任のつく客観的な評価

• 複数の教科担任間の共通理解

• ＡＢＣの規準づくり（ルーブリック作成）

• 生徒の自己評価が使えるか

観点別評価⑪
本研究前に考えていた

「授業中の活動」の評価の難しさ
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• 研究前に懸念していたこと（前スライド）は、実
践を通して、解決のヒントになったのではないか。

• 評価に当たり、莫大な量の生徒の記述を読んだ。
文章記述以外で評価する方法が、何かないか。

観点別評価⑫
本研究を経験し

「授業中の活動」の評価について思うこと

観点別評価も、できるところから


